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私

は
、

雑
誌
「

春
秋
」

の

道
元
禅
師
特
集
号
（

第
二

九
七

号

昭

和
六

三
・

四
）

に
、

「

道
元
禅
師

研
究
の

現
況
」

に

つ

い

て

書
い

た

が
、

そ
の

中
で

「

十
二

巻
本
『

眼
蔵
』

を
七

十
五

巻
本
に

対
し

、

ど
の

よ

う
に

位

置
づ

け
、

意
義
づ

け
る
べ

き
か

と
い

う
こ

と

が

問
題
と

な

る
の

で

あ
っ

て
、

い

ま

宗
門
で

は

こ

れ

を
め

ぐ
っ

て

ホ

ヅ

ト

な

論
争
が

生
れ
て

い

る

が
、

こ

こ

で

は

こ

れ
に

は

触
れ
な
い

で

お

く
」

と

述
べ

た
。

こ

れ
は

、

最
近
に

お

け
る

、

袴
谷
憲
昭
教
授
の

主
張
に

対
す
る

、

伊
藤
秀
憲
助
教

授
・

角
田

泰
隆
宗
研
究
員

、

お

よ

び

河
村
孝
道
教
授
の

反
論
を

踏
ま

え

　

　

　

　
　
　
（

1
）

て

の

所
論
で

あ
る

。

し

か

る
に

、

こ

の

私
の

所
論
に

対
し

、

袴
谷
教
授

の

私
信
に

よ

る

抗
議
を

受
け
る

こ

と

と
な
っ

た
。

も

と

も

と

「

春
秋
」

拙
稿
は

、

四
百

字
詰
原

稿
用
紙
十
二

枚
と
い

う

制
約
を

、

と
く
に

三

枚

追
加
し

て

も
ら
っ

て

の

記
事
で

あ
る

か

ら
、

書
く
ペ

ー

ス

が

な
か

っ

た

の

で

あ
っ

て
、

私
が
こ

の

問
題
の

重

要
性
を

認
識
し

な
か

っ

た
か

ら
で

は

な
い

。

そ
こ

で
、

あ
ら
た

め

て

「

春
秋
」

誌
に

お

い

て

触
れ

得
な
か

っ

た

こ

の

問
題
に

つ

い

て

の

私
見
を

書
く
わ

け
で

あ
る

。

こ

れ
に

つ

い

て
、

私
は

『

正

法
眼
蔵
』

の

書
誌
学
的
研
究
に

関
心

を

も

っ

て

い

る

が
、

そ

れ
を

専
門
と

す
る

も
の

で

は

な
い

か

ら
、

思
わ

ぬ

過
誤
を

犯
し

て

い

る

か

も
知
れ
な

い

し
、

行
論
の

性

質
上

、

諸
氏
の

所
説
に

批
判
を

加
え

る
こ

と
に

も
な

る

が
、

予
め

叱

正

と

寛
恕

を

乞
い

た

い
。

　

さ
て

、

十
二

巻
本
『

正

法
眼
蔵
』

に

つ

い

て

の

私
見
で

あ
る

が
、

そ

れ

は

い

う
ま
で

も
な

く

七

十
五

巻
本
『

正

法
眼

蔵
』

と
切

り

離
し

て

は

考
え

ら

れ
な
い

。

こ

れ
に

つ

い

て

は
、

柴
田

道
賢
氏
が

指
摘
し

て

い

る

よ

う
に

（

『

正

法
眼
蔵
』

の

編
集
に

つ

い

て
、

宗
教

学
論
集
第
六

輯
）

、

従
来
二

つ

の

相
反
す
る

見
解
が

提
起
さ

れ
て

い

る
。

そ

の
一

つ

は
、

大
久

保
道

舟
博
士
の

『

道
元
禅
師
伝
の

研
究
』

に

表
明
さ

れ
て

い

る

も
の

で

あ
り

、

他
の
一

つ

は
、

山
口

大
学
の

杉
尾

守
教
授
に

よ

っ

て

提
起
さ

れ
て

い

る
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も
の

で

あ
る

。

　

大
久

保
博
士
は

、

七

十
五

巻
の

編
集
は

、

「

禅
師
に

お
い

て

は
、

何

等
か

の

大
方
針
が

あ
っ

た

に

相
違
な
い
」

が
、

新
草
十
二

巻

は
、

「

取

り

残
し

の

書
巻

を

中
心

に
、

さ

ら
に

新
草
を

纒
め
」

た

も

の

で

あ
っ

て
、

と

く
に

体
系
的
な

考
慮
も
な
か

っ

た

よ

う
に

論
じ
て

い

る
（

『

道
元

禅
師
伝
の

研
究
』

三

五

〇
頁
）

。

　
こ

れ
に

対
し

、

杉
尾
教
授
は

、

「

旧
草
七

十
五

巻
結
集
は

、

単

に

暫

定
的
便
宜

的
で

し

か

な

く
、

お

そ
ら

く
あ
ら
た

め

て

新
草
十
二

巻
の

延

長
線
上

に

旧

草
七

十
五

巻
が

吸
収
せ

ら

れ
、

結
集
し

な

お
さ

れ
て

、

全

百
巻
に

な

る

は

ず
だ
っ

た

の

で

あ
る
」

（

道
元
の

哲
学、

山
ロ

大
学
教

育
学

部
研
究
論
集
第
一

巻
第
一

部
）

と
主

張
す
る

。

　

こ

れ
に

よ
っ

て

明

ら
か

で

あ
る

よ

う
に

、

旧
草
七

十
五

巻
に

対
し

、

新
草
十
二

巻
を

ど
の

よ

う
に

位
置
づ

け
、

意
義
づ

け
る

か

に

つ

い

て

は
、

大
久
保
博
士

の

よ

う
に

、

旧

草
七

十

五

巻

を

も
っ

て

『

正

法
眼

蔵
』

の

主

流
と

考
え

、

道
元

禅
師
の

本
意
と

み
る

考
え
に

対
し

、

杉
尾

教
授
の

よ

う
に

、

新
草
十
二

巻
を

も
っ

て

『

正
法
眼
蔵
』

の

主
流
と

考

え
、

禅
師
の

本
意
と

考
え

る
、

二

つ

の

見
解
に

分
れ
る

の
で

あ
る

。

　

し

か

る

に
、

最
近
は
、

こ

の

よ

う
に

七

十

五

巻
本
と

十
二

巻
本
と
の

ど

ち

ら
か

に

重
点
を

お

か

ず
に

、

い

ず
れ

を

も
『

正

法
眼
蔵
』

の

主
流

と
み

、

道
元

禅
師
の

本
意
と

考
え

る

見
解
も
主

張
さ

れ
て

い

る
。

前
記

の

柴
田
氏
が

、

七

十
五

巻
を

「

悟
り
の

書
」

、

十
二

巻
を

「

信
仰
の

書
」

と

規
定
し

（

前
掲
論
文
）

、

河
村
教
授
が
前
者
を

「

真
実

相
の

説
示
」

、

十
二

巻
本
『

正
法
眼
蔵
』

に

つ

い

て

（

鏡
島
）

後
者
を

「

真
実
相
へ

の

参
入

と

受
用
と

の

実

践

の

説
示
」

（

『

正
法
眼
蔵

の

成
立
史
的
研
究
』

五
三

〇
頁
）

と

規
定
し

、

古

同

橋
賢
陳
氏
が

前
者
を

「

理

論
的
高
踏
的
な

性
格
」

、

後
者
を

「

基

本
的
実
践
的
な

性
格
」

（

『

正

法
眼

蔵
』

編
成
上
の

問
題

、

金
沢
文
庫
研

究

第
一

八

巻
第
五

号
）

と

性

格
づ

け
る

の

は
、

前
記
大
久
保
説
・

杉
尾
説
と
は

異
な
っ

た
、

七

十
五

巻
本

・

十
二

巻
本
を

等
視
す
る

第
三
の

主

張
と
い

う
べ

き
で

あ
る

。

従
っ

て
、

七

十

五

本
『

眼

蔵
』

に

対
す
る

十
二

巻
本
『

眼
蔵
』

の

位
置
づ

け
、

意
義
づ

け
に
つ

い

て

は
、

七
十
五

巻
本
に

優
位
を

お

く

説
と

、

十
二

巻
本
に

優

位
を
お

く
説
と

、

い

ず
れ

を

も
等
視
す
る

説
と

、

お

お

ま

か

に

言
え

ぽ
、

三

系
統
に

分
け
る

こ

と
が

で

き
る

。

　
し

か

し
、

第
三
の

主
張
が

成
立

す
る

に

は
、

七

十
五

巻
本

と

十
二

巻

本
と
が
い

ず
れ

も

道
元
禅
師
の

親
集
で

あ
る

こ

と
、

且

つ
、

七

十
五

巻

本
と
十
二

巻
本
と

は

性
格
を

異
に

す
る

『

眼
蔵
』

で

あ
る

が
、

ど
う
し

て

そ
の

よ

う
に

性
格
を
異
に

す

る

『

眼

蔵
』

が

道
元
禅
師
か

ら

生
れ
て

き
た

の

か
、

と
い

う
こ

と
が

解
明
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。

い

ま
、

前
の

問
題
に

つ

い

て

は
し

ば
ら

く
お

い

て
、

後
の

問
題
に

つ

い

て

言
え

ぽ
、

七

十
五

巻
本
と

十
二

巻
本

を

等
視
す
る

諸
氏
に

お

い

て

も
、

こ

の

点
の

解
明
は

か

な

ら
ず
し

も
十

分
に

な

さ
れ

た

と

は

言
え
な
い

も
の

が

あ
ろ

う
。

　

拙
論
も

、

七

十
五

本
と

十
二

巻
本
を

等
視
す
る

主

張
の
一

つ

で

あ
る

が
、

ど

う
し

て

道
元
禅
師
か

ら

性
格
の

異
な

る
七

十
五

巻
本
『

正
法
眼

蔵
』

と

十
二

巻
本
『

正
法
眼
蔵
』

が

生
れ
て

き
た

の

か
、

そ
の

点
の

解

四

九

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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十
二

巻
本
『

正

法
眼
蔵
』

に

つ

い

て

（

鏡
島
）

明
へ

向
っ

て

の
一

試
論
と

、

理
解
し

て
い

た

だ

き
な
い

。

　
で

は
、

何
故
に

七

十

五

巻
本
『

眼
蔵
』

と

十
二

巻
本
『

眼
蔵
』

を
め

ぐ
っ

て
、

こ

の

よ

う

な

種
種
の

議
論
が

起
っ

た

か

と

い

う
に

、

問
題
の

鍵
は

、

　
『

正

法
眼
蔵
八

大
人
覚
』

巻
の

懐
奘
の

奥
書
に

あ
る

。

懐
奘
の

奥
書
の

文
と

は
、

つ

ぎ
の

よ

う
で

あ
る

。

　
　

本
云

、

建
長
五

年
正

月
六

日

書
于
永

平
寺

　
　
如
今
建
長
七

年
乙

卯
解
制
之
前
日、

令
二

義
演

書
記
書
写一

畢
。

同
一
二

校

　
　
之
司

　
　
右
本、

先
師
最
後
御
病
中
之
御
草
也

。

仰
以

、

前
所
レ

撰
仮
名
正

法
眼
蔵

、

　
　
皆
書
改

、

井
新
草
具
都
盧
壱
百
巻

、

可
レ

撰
レ

之
云
々

。

　
　
既
始

草
之

御
此
巻、

当
二

第
十
二
一

也
。

此
之
後、

御
病
漸
々

重
増

。

仍
御

　
　
草
案
等
事
即
止

也
。

所
以

此
御
草
等、

先
師
最
後
教
勅
也

。

我
等
不

幸

　
　
不
レ

拝
二

見
一

百
巻
之
御
草
→

尤
所
ン

恨
也

。

若
奉
γ
恋
二

慕
先
師一
之
人

、

必

　
　

書
二

此
十
二

巻
叫

而

可
レ

護
二

持
之
刈

此

釈
尊
最
後
之
教
勅、

且

先
師
最
後

　
　

之
遺
教
也

。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
懐
奘
記
之

　
こ

の

奥
書
の

意
味
は

、

従
来
の

解
釈
で

は
、

禅
師
の

意
図
し

た

『

正

法
眼
蔵
』

百

巻
と
は
、

七

十
五

巻
プ

ラ

ス

ニ

十
五

巻
の

意

味

で

あ
っ

て
、

懐
奘
が

「

我
等
不
幸
不
レ

拝
二

見
一

百

巻
之
御
草一
」

と
い

う

慨
き

は
、

二

十
五

巻
が

十
二

巻
に

終
っ

た
こ

と
に

対
す
る

痛
惜
の

意
味
に

と

る
の

で

あ
る

。

　
『

正

法
眼
蔵
』

の

書
誌
学
的
研
究
に

生
涯
を

傾
け
た

永

久
博
士

然
り

、

道
元

禅
師
の

歴
史
的
研
究
に
一

生
を

捧
げ
た

大
久
保
博

士

然
り
で

あ
る

。

五

〇

　
と
こ

ろ

が
、

最
近

、

山
口

大
学
の

杉
尾
教
授
は

、

こ

の

奥
書
の

「

皆

書
改
」

と

は
、

そ

の

よ

う

な
七

十
五

巻
の

意
味
に

限
定
し
て

解

す
べ

き

で

は

な

く
、

禅
師
の

『

正

法
眼
蔵
』

全
篇
を

書
き
改
め

る

意
味
で

あ
る

と
主

張
す
る

の

で

あ
る

（

前
掲
論
文
）

。

杉
尾
教
授
に

よ

れ

ば
、

新
草
十

二

巻
が

百

巻
の

『

眼
蔵
』

の

出
発
点
で

あ
っ

て
、

既

撰

の

『

正

法
眼

蔵
』

は

そ
の

上
に

す
べ

て

「

皆
書
改
」

め

ら

れ
て

配
列
さ

れ

る
べ

き
も

の

で

あ
る

と

い

う
の

で

あ

る
。

　

従
っ

て
、

伝
統
的
理

解
か

ら

す
れ
ば

、

七

十
五

巻
本
『

眼

蔵
』

は

そ

れ

自
身
完
結
し

た

意
義
を

も

ち
、

そ

れ

と

別
の

趣
意
の

も
と

に

十
二

巻

本
『

眼
蔵
』

が

撰
述
さ

れ
た

意
味
で

あ
る

が
、

杉
尾
説
に

よ

れ
ぽ

、

七

十
五

巻
本

『

眼
蔵
』

は

す
べ

て

禅
師
に

よ

っ

て

改
訂
さ

れ

る
べ

き
未
完

の

も
の

で

あ

り、

暫
定
的
な

も
の

で

あ
っ

て
、

そ

れ
ら
は

す
べ

て

新
草

十
二

巻
本

『

眼
蔵
』

の

上
に

「

皆
書
改
」

め

ら
れ
て

配
列
さ

れ
る
べ

き

も
の

と

な

る
。

　
「

正
法

眼

蔵
八

大
人
覚
」

巻
の

懐
奘
奥
書
を
こ

の

よ

う
に

解
す
る

杉

尾
教
授
は

、

七

十
五

巻
本
『

眼
蔵
』

と

十
二

巻
本
『

眼

蔵
』

と
の

問
に

司
趣

慧
つ

巻
メ

敗
巷
な

ら
陀

る

乙

と
こ

簪
目
し

て
、

を
 

う
よ

十
二

魯

ー
ヨ
’一一
ー’

　

‘
　

　冒〆
　b
ノ

「！
7’
一一’
　
　‘
　

　

　
　ヤ
ズ

　

　’
　

　1
　
　

　

し一
＝

　
　

　

　
　

　　レ
　

　

　

　

　

’
　「】
刈
　

1
　

｝
　　」
　

　一
　一
、二

／

『

眼
蔵
』

の

延
長
線
上
に
、

配
列
し

代
え

ら

れ

る
べ

き

も
の

で

あ
る

と

主
張
す
る

。

す
な

わ

ち
、

七

十

五

巻
本
『

眼
蔵
』

中
に

収

め

ら

れ

た

「

出
家
」

は
、

十
二

巻
本
に

収
め

ら

れ
た
「

出
家
功

徳
」

・
「

受
戒
」

に
、

「

伝
衣
」

は
、

「

袈

裟
功
徳
」

に
、

「

発
無
上

心
」

お

よ

び

「

如
来
全
身
」

は
、

　
「

発
菩
提
心
」

・
「

供
養
諸
仏
」

に
、

そ

れ
ぞ

れ
止
揚
さ

れ

る
べ

き
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は

ず
の

も
の

で

あ
る

と

い

う
の

で

あ

る
。

　
こ

の

杉
尾

教
授
の

主

張
は

、

七

十
五

巻
本
「

出
家
」

は
、

永
平
寺
に

所

蔵
さ
れ

て

い

る

秘
密
『

正
法
眼

蔵
』

二

十
八

巻
中
の

一

巻
で

も
あ
る

が
、

秘
本
「

出
家
」

の

奥
書
に

は
、

「

右
出
家

、

後
有
二

御
竜
草
本
→

以
レ

　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　

　
ヘ

　
　

　
ヘ

　

　

　
へ

之

可
レ

書
二

改
之
→

仍
可
レ

破
F

之
」

と

識
る

さ

れ
て

い

る

こ

と

に

よ

っ

て

裏
づ

け

ら

れ
て

い

る
。

こ

の

識
語
は

、

杉
尾
教
授
の

主

張
の

正

当
性
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2

）

裏
書
き

す
る

か

の

よ

う
で

あ
る

。

　

杉
尾
教
授
の

主
張
の

要
旨
は

、

上

の

ご

と

く
で

あ

る
。

私
は

、

こ

の

杉
尾
教
授
の

主
張
は

、

つ

ぎ
の

二

点
に

お

い

て

斬
新
で

あ
り

、

す
ぐ
れ

て

い

る

と

思
う

。

　
一

は
、

　
『

正
法
眼

蔵
』

の

百
巻
完
成
図

を
、

七

十
五

巻
プ

ラ
ス

ニ

十

五

巻
と
い

う

固
定
観
念
に

お
い

て

と

ら
え

ず
、

七

十
五

巻
本
を

未
完
の

書
と
し
て

把

握
し

た
こ

と
で

あ
る

。

十
二

巻

本
が

未
完
で

あ
る

こ

と
は

い

う
ま

で

も

な
い

が
、

七
十
五

巻
も

「

決
し

て

完
結
し

た

体
系
で

は

な

く
て
」

、

未
完
の

書
な
の

で

あ
る

。

「

八

大
人
覚
」

の

奥

書
に

「

前
所
レ

撰
仮
名
正

法
眼
蔵
」

と

あ
る

の

を
、

従
来
の

解
釈
が

七

十
五

巻
本
『

正

法
眼
蔵
』

と

限
定
す
る

の

は
、

先
入

見
に

と
ら

わ
れ

た

理

解

で

あ
っ

て
、

そ

れ
は

七

十
五

巻
で

あ
る

か

も
知
れ
な
い

し
、

六

十

巻
で

あ
る

か

も
知
れ
な
い

、

要
す
る

に
、

そ

れ

ら
す
べ

て

を

包

ん

だ

「

前
所
γ

撰
正

法
眼
蔵
」

の

す
べ

て

で

あ
る

。

こ

の

点
、

杉
尾
教
授
の

主
張
は

、

　
「

皆

書
改
」

の

対
象
を
七

十

五

巻
と
の

み

固
定
視
す

る

伝
統
的
解
釈
を

打
破

し

た
こ

と
に

お
い

て

斬
新
な

主

張
で

あ
る

。

十
二

巻
本
『

正

法
眼
蔵
』

に

つ

い

て

（

鏡
島
）

　
二

は
、

十
二

巻
『

正
法
眼
蔵
』

の

思
想
的
意
義
を
は

じ
め

て

卓
上
し

た

こ

と
で

あ
る

。

従
来

、

十
二

巻
本
『

眼

蔵
』

は
、

昭

和
五

年
に

永
光

寺
に

お

い

て

発
見
さ

れ
た

十
二

巻
本
を

、

永
久
博
士
が

紹
介
す
る

ま
で

は

世
に

知
ら
れ

な
か

っ

た

こ

と
も

あ
っ

て
、

そ

れ
が

発
見
せ

ら
れ

た

後

に

お

い

て

も
、

七

十
五

巻
『

正

法
眼
蔵
』

の

従
属
的

位
置
し

か

与
え

ら

れ

な
か
っ

た

も
の

で

あ
る

。

　
『

正

法
眼
蔵
』

の

主

流
は

あ
く

ま
で

七

十

五

巻
本
に

あ
っ

て
、

十
二

巻
本
は

傍
流
的
位
置
を

占
め
、

第
二

義
的
な

意
義
し

か

与
え

ら
れ

な
か

っ

た

の

で

あ
る
。

杉
尾
教
授
の

主
張
は

、

こ

れ

を

逆
転
し

た

も
の

で

あ
っ

て
、

十
二

巻
本

『

眼
蔵
』

の

意
義
を

卓
上

し

た
の

は
、

杉
尾
教
授
の

功
績
で

あ
る

。

　
右
の

よ

う
に

、

私
は

十
二

巻
本
『

眼
蔵
』

の

意
義
を

強
調
す
る

杉
尾

教
授
の

主

張
は

、

斬
新
で

あ

り、

す
ぐ

れ
た

特
色
を

も
つ

と

考

え

る

が
、

に

も
か

か

わ

ら

ず
、

私
は

教
授
と

所
見
を

異
に

し
、

そ

の

主

張
は

つ

ぎ
の

二

点
に

お
い

て

誤

り
で

あ
る

と

考
え
る
。

そ
れ
は
、

つ

ぎ
の

よ

う
で

あ
る

。

　
一

は
、

　
「

八

大
人
覚
」

の

懐

奘
の

奥
書
の

「

皆
書
改
」

の

意
味
の

と

り

方
に

つ

い

て

で

あ
る

。

　
「

皆
書
改
」

と
あ

る
か

ら
、

改
め

ら

れ

る
ぺ

き

対
象
が

七

十
五

巻
の

み

を

意
味
し

な
い

こ

と
は

、

教
授
の

指
摘
さ

れ

る

と
お

り
で

あ
る

が
、

し

か

し
、

問
題
は

、

杉
尾
教
授
が

「

旧

草
中
に

は

何
度
か

再
治
を

加
え

ら

れ
た

巻
が
あ
り

、

そ

れ

ら
は

ほ

と
ん

ど

手
入

　
　
　

　

　

　

　

　
ヘ
　
　
ヘ

　

　
ヘ

　
　

へ

れ
を

要
せ

ず
し

て
、

そ
の

ま

ま
（

傍
点
筆
者
）

新
草
中
に

編
み
こ

ま

れ
る

は

ず
」

（

道

元
の

哲
学
・

上

＝

九
頁
）

と

説
い

て
、

既
撰
の

『

眼

蔵
』

中

五
一
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十
二

巻

本
『

正
法
眼
蔵
』

に

つ

い

て

（

鏡
島
）

に

決
定
稿
を

認
め

て

い

る

こ

と
で

あ
る

。

し

か

し
、

こ

の

よ

う
な

決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

へ

　
　

も

　
　

へ

稿
を

認
め

る

こ

と

は
、

「

皆
書
改
」

の

み

な
に

除
外
例
を

設
け

る

こ

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

　
　も

で

あ
っ

て
、

「

皆
書
改
」

の

み

な

に

反
す
る

こ

と
で

は

な

い

か
。

こ

の

点
、

「

皆
書
改
」

を

文
字
ど
お

り

に

解
す
る
つ

ぎ
に

述
べ

る

袴
谷
教
授

の

方
が

徹
底
し

て

い

る
。

　
し

か

る

に
、

杉
尾
教
授
が

、

は

か

ら

ず
も
既
撰
の

『

眼
蔵
』

中
に

決

定
稿
を

認
め

た

こ

と
は

、

『

正

法
眼
蔵
』

の

実
証
的
研
究
を

無
視
で

き

な
か

っ

た
こ

と
に

基
づ

く
も
の

で

あ
る

。

し
か

し
、

こ

の

よ

う
に

、

既

撰
の

『

眼
蔵
』

中
に

決
定
稿
を

認
め

る

な

ら
ぽ

、

こ

れ
に

続
く

「

八

大

人
覚
」

巻
の

奥
書
は

、

杉
尾
教
授
の

解
す
る

よ

う
に

は

読

め

な

い
。

「

八

大
人
覚
」

巻
の

奥
書
の

文
を

み

る

と
、

「

前
所
レ

撰

仮
名
正
法
眼
蔵

等
、

皆
書
改

、

井
新
草
具
都

盧
壱
百

巻
、

可
レ

撰
レ

之
云
々
」

と

あ
る

。

こ

れ
を

、

『

日

本
思
想
大
系
』

の

『

道
元
』

（

下
）

は
、

「

前
に

撰
す
る

所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
つ

ぶ

さ

の

仮
名
正

法
眼
蔵
等

、

皆
書
き
改
め

、

井
び
に

新
草
具
に

都
盧
壱
百
巻

、

之
を

撰
す
べ

し

と
云
々
」

と

読
ん

で

い

る

が
、

「

具
」

は

「

倶
」

の

音

通
で

あ
っ

て
、

「

と

も
に
」

と

読
む
べ

き
語
で

あ
る

。

河
村
教

授

も
、

そ
の

よ

う
に

読
ん

で

い

る

（

前
掲
書
四

八

四

頁
）

。

従
っ

て
、

こ

の

文
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

と

も
　
　
す
べ

て

は
、

「

皆
書
き
改
め

、

井
び
に

新
草
と

具
に

都
盧
壱
百

巻
、

之
を

撰

す

べ

し

云
々
」

と

読
む
ぺ

き
文
章
で

あ
る

。

　

し

か

る

に
、

杉
尾
教
授
は

「

皆
書
改
井
新
草
」

の

「

井
」

を

解
し

て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
ヘ
　

　　
ヤ

　
　　
ヘ

　
　　
ヘ
　

　
　

　

　
ヘ

　

　　
ヘ

　
　　
ヘ

　
　
　
ヘ
　

　　ヘ
　

　　へ
　

　　ぬ
　
　　
ヘ

　

　　
へ

「

そ

れ

ゆ

え

あ
の

奥
書
で

は
、

『

書
キ

改
メ

』

に

よ

っ

て

現
出
す

る

巻
と

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
ヘ

　

　ヘ
　
　ヘ
　

　ヤ

新
起
草
の

巻
と

、

そ
の

両

方
を

合
わ

せ

る

（

傍
点
筆
者
）

こ

と
を
『

竝
ビ

五

二

二

』

と

言
っ

た

の

で

あ
る
」

（

前
掲
書

＝
一

〇
頁
）

と

解
す
る

が
、

「

竝
ビ

一
こ

の

意
味
は

「

合
わ
せ

る
」

に

ち
が
い

な
い

が
、

氏
の

よ

う
に

既
撰

の

決
定
稿
を

認
め

る

な
ら

ば
、

既
撰
の

決
定
稿
は

「

書
キ

改
メ
」

ら

れ

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
ヘ

　
　ヘ
　

　
ヘ

　

　
ヘ

　

　
ヘ

　
　
ヘ

　
　へ

な
い

か

ら
「

竝
ビ
ニ

」

か

ら

と

り

残
さ

れ

る

の

で

あ
っ

て
、

既
撰
の

決

定
稿
が

新
草
の

上
に

配
列
し

な

お

さ

れ
な

け

れ
ぽ

な

ら
な

い

必
然
性
は

ど
こ

か

ら

も
出
て

こ

な
い

。

　
「

八

大
人
覚
」

巻
の

奥
書
の

文
意
は

、

「

皆
書
改
む
べ

き
旧

草
（

旧

草

と
い

う
言
葉
は

な
い

が
）

と
、

新
草
と

合
わ

せ

て

壱
百

巻
の

意
味
で

あ
っ

　
　
　
　
　
ヘ

　

　
へ

　

　
ぬ

　

　
ヘ

　
　

ヘ

　
　
ヘ

　
　
ヘ

　

　

ヤ

　
　

ヘ

　
　

ヘ

　
　

ヘ

　
　
ヘ

　

　ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　
へ

て
、

旧
草
は

旧

草
と
し

て

の

存
在
権
が

保
た

れ
て

い

る

の

で

あ
る

。

な

る

ほ

ど
、

文
章
の

上
か

ら

は

「

皆
書
改
」

と

あ

る

が
、

実
際
に

は

旧

草

の

中
に

は

教
授
も

認
め

て

い

る
よ

う
に

、

改
め

る

必

要
の

な
い

決
定

稿

も

相
当
数

、

含
ま

れ
て

い

る

は

ず
で

あ
る

。

そ

う
で

あ
れ

ば
こ

そ
、

百

巻
の

『

正
法
眼
蔵
』

の

撰
述
も

現
実
性
を

帯
び

る

の

で

あ
っ

て
、

晩
年

の

禅
師
が
旧

稿
全
部
を
ご

破
算
に

し

て
、

一

か

ら

は

じ
め

よ

う

と

決
意

さ

れ
た

意
味
と

は
、

と

う
て

い

考
え

ら
れ
な

い

こ

と
で

あ
る

。

な
お

、

こ

の

点
に

つ

い

て

は
、

袴
谷
教
授
の

説
を

述
べ

る

段
に

お

い

て
、

さ

ら

に

補
説
し

よ

う
。

　
二

は
、

七

十

五

巻
本
「

出
家
」

と

十
二

巻
本
「

出

家
功
徳
」

両
巻
の

性
格
の

違
い

に

つ

い

て

の

認
識
で

あ
る

。

杉
尾
教
授
も

、

旧
草
と

新
草

の

全
体
的
性

格
の

相
違
に

つ

い

て

は
、

　
「

旧

草
に

お

い

て

は

…

…

道
元

の

体
得
し
た

悟
り

の

世
界
を
深
く

開
示
し

て

い

る

と

い

う
趣
が

強
い

。

そ

れ
に

対
し

、

新
草
に

お

け
る
『

出
家
功
徳
』

以
下
の

諸
巻
で

は

い

ず
れ
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も
、

禅
僧
の

修
行
生
活
の

あ
り

方
を

現

実
的
・

具

体
的
に

規
定
す
る

と

い

う

性
格
が

著
し

い
」

（

前
掲
書

＝
＝

頁
）

と
述
べ

て
、

全
体
的
性
格
の

相
違
に
つ

い

て

は

述
べ

て

い

る

が
、

七
十
五

巻
本
「

出
家
」

と
、

十
二

巻
本
「

出
家
功
徳
」

の

性
格
の

違
い

に

つ

い

て

は
、

「

ほ

ぼ
同
じ

主

旨
」

と
み

て
、

両
巻
の

性
格
の

相
違
に

ほ

と
ん

ど

注
意
を

払
わ
れ

な
い

。

そ

こ

か

ら
、

教
授
の
「

出

家
」

巻
は

「

出
家
功
徳
」

巻
に

解
消
さ

れ

る
ぺ

き

も
の

と
い

う

主

張
が

生
れ
る

の

で

あ
る

が
、

私
は

、

「

出
家
」

巻
と
「

出

家
功
徳
」

巻
と

は
、

説
相
が

ま
っ

た

く
異
な

る

も
の

で

あ
り

、

従
っ

て

そ
れ

ぞ
れ

独
自
の

意
義
を

も
つ

も
の

と
み

る

の

で

あ
る

。

　

七

十
五

巻
本
「

出
家
」

巻
の

要
旨
は

、

道
元
禅
師
が

、

『

禅
苑
清
規
』

（

巻
一
、

受
戒

章
）

、

『

伝
燈
録
』

（

巻
一

、

摩
訶
迦
葉
章
）

、

『

大
般
若
経
』

（

巻
三

、

初
分
学
勧
品
）

の

三

つ

の

典
拠
を

援
用
し

て
、

出
家
受
戒
の

日
が

す
な

わ

ち

成
道
の

日

で

あ
る

こ

と
を

述
ぺ

た

も
の

で

あ
る

。

こ

の

示

衆
の

対
機

は
、

い

う
ま
で

も
な

く
出

家
の

門
下
で

あ
る

か

ら
、

そ
れ
は

す
で

に

出

家
せ

る

門
下
に

、

彼
等
が

出
家

受
戒
し

た

日
に

す
で

に

成
道
せ

る
こ

と

を

示
し

、

出

家
と

し

て

の

自
覚
を

促
し

た

も
の

で

あ
る

。

　
し

か

る

に
、

十
二

巻
本
「

出

家
功
徳
」

巻
の

要
旨
は

、

出
家
の

功
徳

を

説
い

て
、

出
家
を

勧
め

た

も
の

で

あ
る

。

そ

れ
は

、

も
と
よ

り

す
で

に

出
家
し

た

も
の

に

対
す
る

勧
め

で

は

な

く
、

未
出
家
の

衆
生
に

出
家

の

功
徳
を

説
い

て
、

出
家
を

勧
め

る
の

が
一

篇
の

趣

旨

で

あ

る
。

で

は
、

「

出

家
功
徳
」

巻
の

対
機
は

、

未
出
家
の

衆
生
で

あ
る

か

と

い

う

に
、

そ
う
で

は

な

く
て

、

や

は

り

出
家
の

門
下
で

あ
る

か

ら、

そ

れ
は

十
二

巻
本
『

正

法
眼
蔵
』

に

つ

い

て

（

鏡
島
）

出
家
の

門
下
に

対
し

、

未
出
家
の

衆
生
に

出
家
の

功
徳
を

説
い

て

出

家

を

勧
め

る
べ

き
こ

と
を

示
し

た

も
の

で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
に

、

七

十
五

巻
本
「

出
家
」

は

十
二

巻
本
「

出
家
」

と

説

示
の

性
格
が

ま
っ

た

く
異
な

る

の

で

あ
る

。

従
っ

て
、

「

出
家
」

巻
は

、

杉
尾
教
授
の

主

張
す
る

よ

う
に

「

出
家
功
徳
」

巻
に

編
入
さ

れ
、

解
消

さ

れ

る
べ

き
も
の

で

は

な

く
て
、

　
「

出
家
功
徳
」

巻
が

「

出
家
」

巻
に

接
続
さ

れ
る
べ

き

も
の

で

あ
る

。

　

上
に

述
べ

た
よ

う
に

、

十
二

巻
本
『

眼
蔵
』

の

『

正
法
眼
蔵
』

に

お

い

て

占
め

る

位
置
の

重
要
性
に

つ

い

て

は
、

杉
尾
教
授
に

よ
っ

て

は

じ

め

て

強
調
さ

れ
た

。

し

か

し
、

杉
尾
教
授
に

お

い

て

は
、

七

十
五

巻
本

『

眼

蔵
』

は

新
草
十
二

巻
『

眼
蔵
』

の

系
列
の

上
に

配
置
代
え
さ

れ
、

生
か

さ

れ
る

の

で

あ
る

。

教

授
の

言
葉
を

借
り

れ
ぽ

、

　
「

八

大
人
覚
の

奥
書
に

お

い

て

懐
奘
は

、

禅
師
が

既
撰
の

『

正
法
眼
蔵
』

を

『

皆
書
キ

改
メ
』

よ

う
と

し

て

い

た

と

は
い

う
が

、

破
棄
し

よ

う

と
し

た
な

ど

と

は
、

つ

中
ほ

ど

も
い

っ

て

い

な
い
」

（

道
元
禅
師
の

自
己

透
脱
の

御
生
涯

と

『

正

法
眼
蔵
』

の

進
化

　
宗
学
研
究
第
二

七

号
）

の

で

あ
る

。

　

と
こ

ろ
が

、

七

十
五

巻
本

『

眼
蔵
』

は

十
二

巻
本
『

眼
蔵
』

の

上

に

す
べ

て

消
滅
さ

れ
る
ぺ

き
も
の

で

あ
り

、

十
二

巻
本
『

眼
蔵
』

こ

そ

道

元
禅
師
の

真
意
で

あ
る

と

い

う、

き
わ

め

て

ラ

ジ

カ

ル

な
主

張
が

現
わ

れ

る

に

い

た
っ

た
。

袴
谷
教
授
の

主

張
が
そ
れ
で

あ
る

。

何
故
に

七

十

五

巻

本
『

眼
蔵
』

が

す
べ

て

消
滅
さ

れ

な

け
れ

ば

な

ら
な
い

か

と
い

う

五
三
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十
二

巻
本
『

正

法
眼
蔵
』

に

つ

い

て

（

鏡
島
）

に
、

袴
谷
教
授
に

ょ

れ
ぽ
、

七

十
五

巻
本
『

眼
蔵
』

は

道
元
禅
師
に

よ

っ

て

否
定

せ

ら

れ

る
べ

き
「

本
覚
思

想
を

許
容
し

た

か

と

見
紛
わ

れ

る
」

思
想
を

交
え
て

い

る

か

ら
で

あ
っ

て
、

禅
師
は

七

十
五

巻
本
『

眼
蔵
』

の

「

思
想
的
遍
歴
」

を

経
て
、

十
二

巻
本
『

眼
蔵
』

に

い

た

っ

て

は

じ

め

て

本
覚
法
門
批
判
に

徹
し

た

と

み

る
の

で

あ
り

、

そ

れ
は

「

八

大
人

覚
」

巻
の

懐

奘
の

「

皆
書
改
」

と

い

う

識
語
に

明
ら
か

で

あ
る

と
い

う

の

で

あ
る
（

十
二

巻
本
『

正

法
眼
蔵
』

撰
述
説
再

考

宗
学
研
究
第
三

〇
号
） 。

　
袴
谷
教
授
の

こ

の

主

張
は

、

「

八

大
人
覚
」

巻
の

奥
書
の

「

皆
書
改
」

を

文
字
ど

お

り

に

解
し
、

旧

草
七

十

五

巻
本

は

す
べ

て

改
訂
さ

れ
る
べ

き
も
の

と
み

る

の

で

あ
っ

て
、

そ

れ

が
杉
尾
教
授
の

主

張
を

さ

ら
に

徹

底
し

た

も
の

で

あ
る

こ

と
は

、

上

に

み

て

き
た

と
お

り
で

あ
る

。

教
授

の

主
張
は

、

き
わ

め

て

激
越
で

あ

る

が
、

私
は

そ

れ

は

そ
れ
と
し

て
、

つ

ぎ
の

二

点
に

お

い

て

教
授
の

主

張
は

認
め

ら
る
べ

き
で

あ
る

と

考
え

る
。

　
一

は
、

天
台
本
覚
法
門
批
判
を

武
器
と
し

て
、

固
定
的

実
体
観
を

も

っ

て

道
元
禅
師
を

理
解
す
る

立

場
を

徹
底
的
に

破
斥
し

、

道
元
禅
が
そ

れ

と

異
な

る
こ

と

を

明
ら
か

に

し

た
こ

と
で

あ
る

。

道
元
禅
は

天
台
本

覚
法
門
的
思
想
と

は

ま

っ

た

く
異
な
っ

て

い

る

に

か

か

わ

ら

ず
、

宗
門

の

宗
学

、

な
い

し

教
化
が

本
覚
法
門
的
思
考
に

浸
潤
さ

れ
て

い

る

こ

と

　
　
　
　
　

　

　

　

（

3
）

は

根
深
い

も
の

が

あ
っ

て
、

こ

れ
に

対
す

る

袴
谷

教
授
の

破
斥
は

す
こ

ぶ

る

激
烈
で

あ
る

が
、

道
元

禅
が

そ
れ

と

異
な
る

こ

と
を

明
ら
か

に

し

た

こ

と
は

、

袴
谷
教
授
の

功
績
と

し

て

認
め

ざ

る

を

得
な
い

で

あ
ろ

う
。

五

四

　
二

は
、

七
十
五

巻
本
『

眼
蔵
』

か

ら
は

、

道
元
禅
師
の

衆
生
救
済
の

論
理

を

導
き
出
す
こ

と
は

困
難
で

あ
り
、

そ

れ
は

十
二

巻
本
『

眼
蔵
』

に

い

た

っ

て

は

じ

め

て

現
わ

れ
る

こ

と

を

明
ら
か

に

し

た

こ

と

で

あ

る
。

十
二

巻
本
『

眼
蔵
』

の
「

発
菩
提
心
」

巻
に

は
、

よ

く
知
ら
れ

た

「

自

未
得
度
先
度
他
」

と
い

う

道
元

禅
師
の

言
葉
が

あ
る
が

、

こ

れ
こ

そ

道

元
禅
の

衆
生
救
済
の

論
理
で

あ
っ

て
、

そ
れ
は

七

十
五

巻
本

『

眼
蔵
』

（

従
っ

て、

そ
の

註
疏
で

あ
る
『

御
抄
』

を

金

科
玉
条
と

仰
ぐ

伝
統
宗
学
）

か

ら

は

生

れ

な
い

、

生
れ

な
い

と
言

え
ば

極
論
で

あ
る

が
、

そ

れ

か

ら

導
き

出
す
こ

と
が

困
難
で

あ
る

こ

と

を
指
摘
し

た

こ

と

で

あ
る

。

こ

の

こ

と

も
ま

た
、

袴
谷
教
授
の

功
績
と

し

て

認
め

ざ
る

を

得
な
い

で

あ
ろ

う
。

　
上
の

二

点
に

お

い

て
、

私
は

袴
谷
教
授
の

所
論
を

率

直

に

認

め

る

が
、

そ

れ
に

も
か

か

わ

ら

ず
教
授
の

主
張
は

誤
っ

て

い

る、

と

私
は

考

え
る

。

そ

れ

は
、

つ

ぎ
の

二

点
に

お

い

て

で

あ
る

。

　
一

は
、

　
『

正

法
眼
蔵
八

大
人
覚
』

巻
の

懐
奘
の

奥
書
の

読
み

方
に

つ

い

て

で

あ

る
。

袴
谷
教
授
は

、

こ

の

奥
書
の

「

皆
書
改
」

を

文
字
ど
お

り
に

と
っ

て
、

七

十
五

巻

本
は

す
べ

て

書
き
改
め

ら
れ

な

け

れ
ば
な

ら

ぬ

意
味
に

と

る
。

そ
こ

か

ら、

七

十
五

巻
本
『

眼
蔵
』

は

す
べ

て

消
滅

さ

れ
る
べ

き
も
の

と
い

う

教
授
の

主

張
が

生
れ

る
の

で

あ
る

が
、

し

か

し
、

こ

の

「

皆
書
改
」

と
い

う

語
は

、

す
で

に

書
き
改
め

ら

れ
た

も
の

と
、

な
お

書
き
改
め

ら

れ
る
べ

き
も
の

す
べ

て

の

意
味
を

、

語
調
か

ら

し

て

「

皆
書
改
」

と
い

っ

た

の

で

あ
っ

て
、

す
で

に

書
き
改
め

ら

れ
た

も
の

に

は
、

杉
尾
教
授
も
認
め

て

い

る

よ

う
に

、

改
め

る

必

要
の

な
い
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決
定

稿
が

含
ま

れ
て

い

る
の

で

あ
る

。

建
長
七

年
識
語
し

た

懐
奘
に

と

っ

て

は
、

こ

の

事
実
は

自
明
で

あ
っ

て
、

懐
奘
も
こ

の

事
実
を

踏
ま

え

て

識
語
し

た

も
の

で

あ
る

。

た

だ
、

杉
尾
教
授
に

お

い

て

は
、

こ

の

歴

史
的
・

書
誌
的

事
実
の

認
識
は

後
の

論
考
（

道
元
禅
師
の

自
己

透
脱
の

御

生
涯
と

『

正
法
眼

蔵
』

の

進
化
　
宗
学
研
究
第
三

七

号
）

に

お

い

て

も
、

な

お

堅

持
さ

れ
て

い

る
の

か
、

徹
回
さ

れ

た

の

か
、

明
ら
か

で

な
い

が
、

『

正

法
眼
蔵
』

を

歴
史
的、

書
誌
的
に

研
究
す
る

も
の

か

ら
し

て

は
、

そ

れ
は
一

様
に

認
め

ざ
る
を

得
な
い

歴

史

的
・

書
誌
的
事
実
で

あ

る
。

仮
り

に

そ

れ

を

認
め

な
い

で
、

　
「

皆
書
改
」

を

文
字
ど
お

り
に

と
っ

て

も
、

奥
書
の

文
章
は

、

袴
谷
教
授
の

と

る

よ

う
に

は

解
せ

ら
れ

な
い

の

で

あ
る

。

　
「

八

大
人

覚
」

巻
の

奥
書
の

文
は

、

「

前
所
撰
仮
名
正

法
眼
蔵

、

皆

書
改

、

拜
新
草
具
都
盧
壱
百

巻
、

可
レ

撰
レ

之
」

と

続
く
の

で

あ
っ

て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

と

も
　
　

す

ぺ

て

こ

の

文
脈
は

「

皆
書
き

改
め

、

井
び
に

新
草
と

具
に

都
盧
壱

百
巻
」

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
カ

読
む
べ

き
文
意
で

あ
る
か

ら
、

そ
れ

は
「

皆
書
き

改
め

て
」

で

は

な

く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
へ

「

皆
書
き
改
め

ら
れ

る
べ

き
仮
名
正
法
眼
蔵
と
」

で

あ
る

。

　
「

皆
書
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
へ

改
め

ら
れ

る
べ

き
」

旧

草
と

、

新
草
と

と

も
に

合
わ
せ

て

壱

百

巻
の

意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
へ

味
で

あ
っ

て
、

こ

れ

を

「

皆
書
き
改
め

て
」

新
草
の

上

に
一

系
化

す
る

意

味
で

は

な
い

。

す
で

に

述
べ

た

よ

う
に

、

旧

草
は

た

と

え

書
き
改
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
ヘ
　

　
　ヘ
　

　
　ヘ
　

　　ヘ
　
　　
ヘ

　
　　
ヘ

　
　　
ヘ
　

　　ヘ
　
　　
へ

ら
れ
る
に

し

て

も
、

依
然

と

し

て

存
在
権
を

保
っ

て

い

る

の

で

あ
っ

て
、

新
草
の

上

に

す
べ

て

載
せ

ら

れ
る

意
味
で

は

な
い
。

そ

れ

を
そ
の

よ

う
な

意
味
に

と
る

袴
谷
教
授
の

理

解
は

、

杉
尾
説
の

上

に

立
っ

た
理

十
二

巻
本
『

正
法
眼

蔵
』

に

つ

い

て

（

鏡
島
）

解
で

あ
っ

て
、

「

八

大
人

覚
」

巻
の

懐
奘
の

識
語
の

読
み

誤

り
で

あ

る
。

　
ま

た
、

袴
谷
教
授
は

懐
奘
の

「

八

大
人
覚
」

巻
識
語
の

、

「

若
恋
二

慕

先
師
一

之
人

、

必

書
二

此
十
二

巻
→

而
可
レ

護一一

持
之
哺

此
釈

尊
最
後
之
教

勅
、

且

先
師
最
後
之
遺
教
也
」

の

文
章
を

、

懐
奘
か

ら
は

十

二

巻

本

『

眼
蔵
』

の

み

が
尊
重
さ

れ
た

意
味
に

解
す
る

が
、

こ

の

教
授
の

奥
書

の

文
章
の

読
み

が

正
し

い

か

ど

う
か

問
題
で

あ
る
。

私
見
に

よ

れ

ば
、

「

此
十
二

巻
」

と
は

、

第
十
二

巻
「

八

大
人
覚
」

巻
の

意
味
で

あ
っ

て
、

十
二

巻
本
『

眼
蔵
』

の

意
味
で

は

な
い

。

河

村
教
授
も
ま

た
、

第
十
二

巻
の

意
に

解
し

て

い

る

（

前
掲
書
四

四

三

頁
）

が
、

そ

れ
は

、

こ

の

文

章

が

「

既
始
草
之
御
此
巻

、

当
二

第
十
二
一

也
」

か

ら

始
ま

り、

「

此
釈
尊

最

後
教
勅

、

且

先
師

最
後
之
遺
教
也
」

に

終
る

文
脈
の

上
に

お

い

て

理
解

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

さ

れ
な

け
れ
ぽ

な

ら

な
い

か

ら
で

あ

る
。

「

釈
尊
最
後
教
勅
且

先
師

最

後
教
勅
」

の

文
章
は

、

「

釈

尊
最
後
の

教
勅
」

を

主

と
し
、

「

先
師
最
後

の

教
勅
」

を

従
と

す
る

語
勢
で

あ
っ

て
、

「

此
十
二

巻
」

と

は
、

「

此

第

十
二

巻
」

の

意
味

、

つ

ま

り

「

八

大
人
覚
」

巻
の

意
味
で

あ
っ

て
、

十

二

巻
本
『

眼
蔵
』

を

指
す
も
の

で

は

な
い

。

　
そ
の

証
拠
に

は
、

岩
波
文
庫
『

正
法
眼
蔵
』

の

「

八

大
人
覚
」

巻

奥

書
に

は
、

「

奉
ン

恋
二

慕
先

師
一

之
人、

必
書
二

此
巻
一

而

可
二

護
持一
」

と

あ

っ

て
、

下

註
に

「

此
巻、

秘
本
此
十
二

巻
二

作
ル
」

と

校
異
し

て

あ
る

こ

と

に

ょ
っ

て

明
ら
か

で

あ
る

。

そ

れ

故
に

、

「

此
十
二

巻
」

を

十

二

巻
本
『

眼
蔵
』

の

意
味
に

と
り

、

懐
奘
は

十
二

巻
本

『

眼
蔵
』

の

み

を

護
持
す
べ

し

と

示
し

た

と

解
す
る

袴
谷
教
授
の

理

解
は

、

奥
書
の

文
書

五

五
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

Kom 三1z 三1w 三1　 Umversrty

十
二

巻
本
『

正
法
眼
蔵
』

に

つ

い

て

（

鏡
島
）

の

読
み

過
ぎ
で

あ
る

。

も
し

、

懐
奘
が
こ

の

奥
書
に

お

い

て
、

十
二

巻

本

『

眼
蔵
』

の

み

を

護
持
す
べ

し

と

指
示
し

た
な

ら
ぽ

、

そ
の

後
に

お

い

て

懐
奘
が

そ
の

他
の

『

眼
蔵
』

を

自
ら
校
合
書
写
し

、

門
下
を
し

て

書
写
せ

し

め

た

事
実
は

不

可
解
な
こ

と

に

な

る

（

佐
野

文
翁
氏、

『

正

法

眼
蔵
書
写
年
表
』

参
照
）

。

　
二

は
、

七

十
五

巻
本
『

眼
蔵
』

に

対
す
る

十
二

巻
本
『

眼
蔵
』

の

位

置
づ

け
、

意
義
づ

け
に

つ

い

て

で

あ
る

。

袴
谷

教

授

は
、

十
二

巻
本

『

眼
蔵
』

は

七

十

五

本
『

眼
蔵
』

の

「

思
想
的
遍
歴
」

の

末
に

、

道
元

禅
師
が

晩
年
に

い

た

っ

て

は

じ
め

て

到
達
し

た

思
想
で

あ
っ

て
、

こ

こ

に

い

た

っ

て

従
前
の

七

十
五

巻
本
『

眼

蔵
』

は

す
べ

て

改
訂

さ
れ
る
べ

き
も
の

と
い

う
。

そ

れ

は
、

七
十
五

巻
本
『

眼
蔵
』

に

は

禅
師
に

よ

っ

て

否
定
せ

ら

れ
る
べ

き
本

覚
思
想
の

立

場
を

含
ん

で

い

る

か

ら
で

あ
っ

て
、

十
二

巻
本

『

眼
蔵
』

に

い

た
っ

て

は

じ

め

て

本
覚
思

想

批
判
に

徹

し

た

と
い

う
の

で

あ
る

。

教
授
の

主
張
に

従
え
ば

、

七

十
五

巻
本
『

眼

蔵
』

は
、

本
覚
思
想
批
判
に

徹
す
る

ま
で

の

禅
師
の

思
想
的
彷
徨

、

遍

歴
の

跡
と
い

う
こ

と
に

な

ろ

う
。

し

か

し
、

本
覚
法
門
的
思
想
批
判
は

、

『

正

法
眼
蔵
』

の

最
初
の

巻
で

あ
る

「

弁
道
話
」

で

説
か

れ

て
い

る

こ

と
で

あ
り

、

そ
こ

に

お
い

て

道
元
禅
師
は

「

予
か

さ

ね
て

大
宋
国
に

お

も
む

き
、

知

識
を
両
淅
に

と
ぶ

ら
ひ

、

家
風
を

五

門
に

き
く

。

つ

ひ

に

大
白

峰
の

浄
禅
師
に

参
じ
て

、

一

生
参
学
の

大
事
こ

こ

に

を
は

り
ぬ
」

と

述
べ

て

い

る
。

　
＝

生

参
学
の

大
事
こ

こ

に

を
は

り
ぬ
」

と

宣
言
し

た

禅
師
が

、

そ
の

後
「

思
想
的
遍
歴
」

を

重
ね
た

と
は

容
易
に

信
ぜ

ら

五

六

れ

な
い

こ

と
で

あ
る

。

　
問
題
は

、

道
元
禅
師
に

と

っ

て

旧

草
七

十
五

巻
本
『

眼
蔵
』

の

改
訂

を

生

み

出
す
情
熱
の

原
動
力
は

何
か

、

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

言
い

か

え
れ

ば、

何
が

禅
師
を

駆
り

立
て

て

自
ら

撰

述

せ

る

『

眼
蔵
』

を

生

涯
、

自
ら

改
訂
せ

し

め

た

か
、

改
訂
の

理

由
を

は

か

る

尺
度
は

何
か

、

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

そ

れ

は
、

袴
谷

教
授
に

よ

れ

ぽ
、

「

本
覚
思
想

の

批
判
」

と

い

う
こ

と
に

な

ろ

う
が

、

旧

草
『

眼

蔵
』

改
訂
の

理

由
が

そ

れ

だ
け
で

説
け
る

で

あ
ろ

う
か

。

　
た

と
え

ぽ
、

『

正

法
眼
蔵
仏
性
』

巻
の

ご

と

き
、

そ

れ
は

懐
奘
の

「

八

大
人

覚
」

奥
書
よ

り
六

年
後
の

弘
長

元

年
の

懐
奘
の

奥
書
を

も
つ

巻
で

あ
る

が
、

禅
師
に

よ
っ

て

二

訂
、

三

訂
さ

れ
た

巻
で

あ
っ

て
、

決
定

稿

と
み

な

け

れ
ぽ
な

ら
な
い

も
の

で

あ

る
。

し

か

し
、

「

仏
性
」

巻
で

は
、

「

し

か

あ
れ
ば
こ

の

山

河
大
地

、

み
な

仏
性
海
な
り
」

と

説
き

、

「

国
土

山
河
の

無
常
な

る
、

こ

れ

仏
性
な
る

に

ょ

り
て

な

り
」

と
説
い

て
、

国

土
山
河
を

無
常
と

述
べ

な
が

ら

も
そ

れ
が

仏
性
に

よ

っ

て

存
在
す
る

こ

と
を

示
し

て

い

る
。

こ

れ
は
、

教
授
の

い

わ

ゆ

る

「

本
覚
思
想
を

許
容

し

た

か

と

見
紛
わ

れ
る

よ

う
な

記
述
」

で

あ

る
。

「

仏
性
」

巻
は

、

禅

師
に

よ
っ

て

二

訂
、

三

訂
さ

れ

た

も
の

で

あ
る

に

も
か

か

わ

ら

ず
、

「

本
覚
思

想
」

的
表
現
が
一

向
に

改
め

ら

れ
て

い

な
い

の

で

あ
る

。

と

い

う
こ

と
は

、

禅
師
の

い

う
本
覚
（

本
証
）

と

本
覚
法
門
と

は

異

な

る

の

で

あ
っ

て
、

本
覚
法
門
批
判
の

尺
度
で

は
、

『

正

法
眼
蔵
』

改
訂
の

理
由
が
は

か

れ
な

い

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
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袴
谷
教
授
の

よ

う
に

、

「

本
覚
思

想
の

批
判
」

の

尺
度

を

も
っ

て

七

十
五

巻
本
『

正

法
眼
蔵
』

を
み

れ

ば
、

「

本

覚
思
想
の

批
判
」

に

適

う

巻
も
あ
り

、

適
わ

な
い

巻
も

あ
っ

て
、

旧

草
七

十
五

巻
本

『

眼
蔵
』

の

思
想
は

、

「

瞹

昧
と

晦
渋
な

説
示
」

に

充
ち

、

支
離
滅
裂

な

体

系

と
な

る

で

あ
ろ

う
が

、

そ

れ
は

「

本
覚
思
想
の

批
判
」

の

尺

度
で

『

正

法
眼

蔵
』

を
割
り

切
ろ

う

と

す
る

か

ら
で

あ
る

。

私
は

、

か
つ

て

古
田

紹
欽

博
士
の

『

正

法
眼
蔵
』

の

成
立

的

研
究
に

対

し

て
、

「

実
証
的

研
究
を

無
視
し

て

本
文
批
評
を

試
み

る

こ

と

は
、

自
己
の

構
築
し

た

思
想
体
系

に

合
わ
せ

て

『

正

法
眼
蔵
』

を
み

る

危
険
を

お

か

す
こ

と
に

な

り

は

し

な
い

か
」

（

『

道
元

禅
師
と

そ
の

周

辺
』

二

四

二

頁
）

と

述
べ

た
こ

と

が

あ

る

が
、

同
じ

危

惧
を

袴
谷
教
授
の

主
張
に

強
く
感

ず

る
。

も
し

、

「

本

覚
思
想
の

批

判
」

の

尺

度
を

も
っ

て

は
、

『

正
法
眼
蔵
』

が

割
り

切

れ

な
い

な

ら
ぽ

、

割
り

切
れ
な
い

巻
を

切
り

捨
て

る

前
に

、

そ

れ
を

解
き

得
る

別
の

尺
度
を

模
索
す
る

の

が
、

学
人
の

と
る
べ

き
道
で

は

な
い

の

か
、

私
は

そ

の

よ

う
に

考
え
る

。

　
さ
て

、

上
に

お
い

て

杉
尾
教
授
と
袴
谷
教
授
の

十
二

巻
本
『

正

法
眼

蔵
』

に

対
す
る

所
論
と

、

そ

れ
に

つ

い

て

の

私
の

考
え

を

述
べ

た

の

で

あ
る
が

、

十
二

巻
本

『

正

法
眼
蔵
』

に

つ

い

て

の

私
の

所
見
を
ま

と
め

れ
ば
、

つ

ぎ
の

よ

う
で

あ
る

。

　
一

、

十
二

巻
本
『

正

法
眼
蔵
』

は

新
草
と
し

て

道

元

禅

師

に

よ

っ

十
二

巻
本
『

正
法
眼

蔵
』

に

つ

い

て

（

鏡
島
）

て
、

「

出
家
功
徳
」

巻
を

起
点
と

し

て

編
述
さ

れ
た

も
の

で

あ

る
。

そ

の

成
立

時
は

明
確
で

な
い

が
、

「

出
家
」

巻
が

撰
述
さ

れ
た

寛

元

四

年

（

＝
一
四

六
）

を

去
る
こ

と

程
経
な
い

こ

ろ
で

あ
ろ

う
。

そ

れ
は
、

「

現

成

公
案
」

巻
を

起
点
と

す
る

旧

草
に

対
す
る

も
の

で

あ
っ

て
、

そ
れ

は

杉
尾
教
授
や

袴
谷
教
授
の

主
張
す
る

よ

う
に

、

新
草
の

上
に

旧

草
が

配

列
し

な
お

さ

れ
、

ま
た

は

解
消
さ
れ

る
べ

き
も
の

で

は

な

く
、

旧

草
は

旧

草
と

し

て
、

新
草
は

新

草
と
し

て
、

そ

れ

ぞ
れ

異
な

る

趣
旨
の

も

と

に

合
わ
せ

て

百
巻
の

編
述
を

、

道
元

禅
師
に

よ

っ

て

意
図
さ
れ

た

も
の

と

思
わ

れ

る
。

　
二
、

旧

草
と

新
草
と

は

合
わ
せ

て

百

巻
を

形
成
す
る

も

の

で

あ

る

が
、

新
草
は

か

な

ら

ず
し

も
二

十
五

巻
の
一

部
と
し
て

の

十
二

巻
に

限

ら
れ

る
べ

き
も
の

で

は

な

く
、

百
巻
が

完
結
し
た

あ
か

つ

き
に

は
、

旧

草
対
新
草
の

比
率
は、

七

十
五

対
二

十
五

と

定
め

ら
れ
る
べ

き
も
の

で

は

な

く
、

そ
の

比
率
は

変
動
し

得
る

も
の

で

あ
る

。

し

か

し
、

旧

草
が

「

現
成
公

案
」

巻
を

起
点
と
し

、

新
草
が

「

出
家
功
徳
」

巻
を

起
点
と

　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　へ
　
　も
　

　
ヘ

　

　
ヘ

　

　
ヤ

　
　ヘ
　
　
ヘ

　
　
ヘ

　
　
へ

す
る

こ

と

は
、

道
元
禅
師
の

意
志
と
し

て

変
動
し

得
る

も

の

で

は

な

く
、

旧

草
が
「

出
家
」

巻
を

終
巻
と
し

て
、

新
草
第
一

の

「

出
家

功
徳
」

巻
に

接
続
す
る
こ

と
も

、

お

そ

ら
く

禅
師
の

意
志
と
し

て

変
る
こ

と

は

な
い

で

あ
ろ

う
。

た

し

か

に
、

七

十
五

巻
本
『

眼

蔵
』

は
、

杉
尾
教

授

の

主

張
す
る

よ

う
に

暫
定

的
な

も
の

で

あ
り、

未
完
な

も
の

で

あ
る

が
、

仮
り
に

百

巻
の

『

正
法
眼
蔵
』

が
完
結
し

て

も
、

　
『

正

法
眼
蔵
』

は

道

元

禅
師
に

と
っ

て

未
完
の

書
で

あ
る
こ

と

に

変
り

な
い

で

あ
ろ

う
。

そ

五

七
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十
二

巻
本
『

正

法
眼
蔵
』

に

つ

い

て

（

鏡
島
）

れ

は
、

禅
師
に

と
っ

て
、

悟
り
は

停
滞
す
る

こ

と

を

許
さ

れ

な
い

無
窮

の

仏
向
上
の

道
で

あ
る

か

ら
で

あ
り

、

衆
生

救
済
の

念
は

無
尽
に

終
る

こ

と

の

な
い

仏

祖
の

道
だ
か

ら
で

あ
る

。

石
井
修
道

教
授

は
、

「

道
元

禅
師
に

と
っ

て

真
字
『

正

法
眼
蔵
』

は

生
涯
未
定

稿
本
で

よ

か
っ

た
」

（

『

中
国
禅
宗
史
話
』

九
四

頁
）

と

主
張
す
る

が
、

同
じ

こ

と
は

仮

字
『

正

法
眼
蔵
』

に

つ

い

て

も

言
え
る
こ

と
で

あ
ろ

う。

　
三

、

旧

草
七

十
五

巻

と

新
草
十
二

巻
は

、

本
来

、

不

可
逆
で

あ

り
、

不

可
分
で

あ
る

。

従
っ

て
、

両

系
統
の

い

ず
れ
が

主
流

、

い

ず
れ
が

本

意
と
い

う
こ

と
は

あ
り

得
な
い

こ

と
で

あ
る

。

そ
の

よ

う

な
論
議
が

起

こ

る
の

は
、

旧

草
七

十

五

巻
と

新
草
十
二

巻
が

分
け
ら

れ
て

伝
え

ら
れ

た

か

ら
で

あ
っ

て
、

そ
の

分
け

ら

れ
た

理

由
は
、

お

そ

ら

く
七

十
五

巻

本
『

眼
蔵
』

が

伝
法
の

証
と
し

て

懐

奘
ー
義
介
ー
瑩
山
禅
師
系
統
に

伝
え

ら

れ
、

十
二

巻
本
『

眼
蔵
』

が

瑩
山

派
の

本
山
永
光
寺
に

秘
在
さ

れ
た

た

め

で

あ
ろ

う
。

そ
の

事
情
は

、

水
野

弥
穂
子
氏
の

主

張
し

て
い

る

よ

う
に

（

『

正
法
眼

蔵
』

の

諸
本
そ
の

他
に

つ

い

て

日

本
古
典
文
学
大
系
『

正
法
眼
蔵
ヤ

『

正

法
眼
蔵
随
聞
記
』

）

、

六

十
巻
本

『

眼
蔵
』

は
二

十
八

巻
本
『

眼

蔵
』

と

本
来
不

可
分
の

も
の

で

あ
ワ、9
の

に
、

六

十

巻
本
『

眼
蔵
』

が

伝
法
の

証
と
し

て
、

懐
奘
−

寂
円

−
義
雲
系
統
に

伝
え

ら

れ
、

二

十
八

巻
本
『

眼

蔵
』

が

寂
円
派
の

本
山

永
平
寺
に

秘
在
さ

れ
た
の

と

同
じ
で

あ
ろ

う
。

こ

の

よ

う
に

、

七

十
五

巻
本

『

眼
蔵
』

な
い

し

六

十
巻
本

『

眼
蔵
』

が

伝
法
の

証
と
し

て

伝
え
ら

れ
た

め

に
、

後
世
は

七

十
五

巻
本

『

眼
蔵
』

な
い

し

六

十
巻
本
『

眼
蔵
』

が

ひ

と

り

歩
き
し

て
、

そ

れ

が
本
来
は

七

五

八

十
五

巻
は

十
二

巻
と、

六

十
巻
は

二

十
八

巻
と
セ

ヅ

ト

で

あ
る

『

正

法

眼
蔵
』

の

全
貌
を

不

明
に

し

た

と
考
え

ら
れ

る
。

　
こ

こ

で
、

も
っ

と

も
注
意
を

ひ

く
の

は
、

七

十

五

巻
本
『

眼
蔵
』

を

註
疏
し

た

詮
慧
が

、

十
二

巻
本
『

眼

蔵
』

の

存
在
を
知
っ

て

の

上
の

七

十
五

巻
本
『

眼
蔵
』

の

註
疏
で

あ
る

か
、

知
ら
な
い

上
の

註
疏
で

あ
る

か

で

あ
る

。

石
井
修
道
教
授
は

、

詮
慧
は

真
字
『

正

法
眼
蔵
』

を

知
ら

な
か

っ

た
の

で

は

な
い

か

と
い

う
推
定
を

下
し

て

お

り

（

『

中
国
禅
宗
史

話
』

五

九
九
頁
）

、

私
も
そ

れ
に

同
ず
る

の

で

あ
る

が
、

仮
字
『

正

法
眼

蔵
』

に

つ

い

て

も
、

詮
慧
は

十
二

巻
『

眼
蔵
』

を

知
ら
な

か
っ

た

の

で

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
（

4
）

は
な
い

か
、

と
い

う
公
算
が

大
き
い

。

も
し

そ

う
で

あ
れ
ば

、

詮
慧
の

こ

の

よ

う

な

疎
外
は、

原
始
道
元
禅
師
僧
団
に

お

け
る

懐
奘
と

詮
慧
の

対
立

を

予
想
せ

し

め

る

も
の

で

あ
る

。

そ
れ

は

後
の

考
究
に

譲
る

と

し

て
、

詮
慧
が

七

十

五

巻
本
『

眼
蔵
』

の

み

註
疏
し

、

十
二

巻

本
『

眼
蔵
』

に

論
及
し

な
か
っ

た
こ

と

は
、

難
解
な

『

正

法
眼

蔵
』

の

意
義
を

闡
明

し

た

最
大
の

功
績
を

後
世
に

残
し

た

と

は
い

え、

七

十
五

巻
本
『

眼
蔵
』

か

ら
は

袴
谷
教
授
の

指
摘
す
る

よ

う

に
、

「

救
生
の

論
理
」

を

導
き
出

す
こ

と
が

困
難
で

あ
る

た

め

に
、

宗
門
に

と
っ

て

不

幸
な
こ

と
で

あ
っ

た
。

　
四

、

旧

草
七

十
五

巻
『

眼
蔵
』

と

新
草
十
二

巻
『

眼

蔵
』

は

と
も
に

合
わ

せ

て

『

正

法
眼
蔵
』

を

形
成
す
る

が
、

旧

草
七

十

五

巻
『

眼
蔵
』

と
新

草
十
二

巻
『

眼
蔵
』

と
は

、

そ

の

性

格
が

異
な

る

と

考
え
ら

れ
る

。

こ

れ
に

つ

い

て

は
、

諸
氏
に

よ
っ

て

そ

の

性
格
づ

け
が

試
み

ら

れ
て

い
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る

が
、

私
は

前
者
を

『

正

法
眼
蔵
』

の

「

弘
法
篇
」

、

後

者

を

「

救
生

篇
」

と

名
づ

け
た

い
。

こ

の

言

葉
は

、

『

正

法
眼
蔵

弁
道
話
』

に
、

「

そ

れ

よ

り
の

ち

大
宋
紹
定

の

は

じ

め
、

本
郷
に

か

へ

り
、

す
な
は

ち

弘
法

救
生
を

お

も
ひ

と
せ

り
。

な
ほ

重
担
を

か

た

に

お

け

る

が
ご

と

し
」

と

あ

る

言
葉
に

基
づ

く

も
の

で
、

こ

の

道
元

禅
師
の

「

弘
法
救
生
の

お

も

ひ
」

が

『

正

法
眼
蔵
』

の

表
出
と

な
っ

て

呈

露
さ

れ

た
の

で

あ
っ

て
、

七

十
五

本
は

『

正
法
眼

蔵
』

の

い

わ
ば

「

弘
法
篇
」

で

あ
り

、

十
二

巻

本
は

い

わ

ば

「

救
生

篇
」

で

あ
る

。

　
「

弘
法
篇
」

で

あ
る

旧

草
七

十

五

本
『

正

法
眼
蔵
』

は
、

「

仏
」

の

眼
を
も
っ

て

諸
法
の

あ
り
よ

う

を

述

べ

た

も
の

で

あ
り

、

「

救
生
篇
」

で

あ
る

新
草
十
二

巻
本
『

正

法
眼
蔵
』

は
、

「

衆
生
」

の

立
場
に

立
っ

て

衆
生
の

あ
る
べ

き
よ

う
を

示

し

た

も

の

で

あ
る

。

旧

草
七

十
五

巻
本

と

新
草
十
二

巻
本
は

、

両
者
相

俟
っ

て

『

正
法
眼
蔵
』

を

形

成
す
る

の

で

あ
っ

て
、

決
し

て

七

十
五

巻
本
が
十

二

巻
本
の

上
に

編
成
し

な
お

さ

れ

る
べ

き
も
の

で

は

な

く
、

ま
た
、

十

二

巻
本
の

中
に

解
消

さ

れ
る
べ

き

も
の

で

も
な

い
。

　
五

、

上
に

お

い

て

七

十
五

巻
本

『

正

法
眼
蔵
』

と

十
二

巻
本

『

正

法

眼
蔵
』

と
は

、

前
者
は

「

仏
」

の

眼
を

も
っ

て

諸
法
の

あ

り
よ

う
を

述

べ

た

も
の

で

あ
り、

後
者
は

「

衆
生
」

の

立

場
に

立
っ

て

衆
生
の

あ
る

べ

き
よ

う

を
示
し

た

も
の

で

あ
っ

て
、

そ

れ
ぞ
れ

異
な
っ

た

性
格
の

も

の

で

あ

る

と

述
べ

た

が
、

こ

れ
に

つ

い

て

は
、

そ

れ

は

単
な

る

性
格
の

相

違
で

は

な

く
て
、

思
想
内
容
の

径
庭
で

あ
り

、

そ

の

間
に

は

思
想
的

矛

盾
が

存
す
る

と

論
ず
る

人
が

多
い

。

ま

た
、

七

十
五

巻
か

ら

十
二

巻

十
二

巻
本
『

正

法
眼
蔵
』

に

つ

い

て

（

鏡
島
）

へ

は
、

そ
こ

に

禅
師
の

思

想
的
遍
歴
が

み

ら
れ

る

と
主

張
す
る

人
も

あ

る
。

し

か

し
、

こ

れ
は

私

見
に

よ

れ

ば
、

七

十
五

巻
本

『

正
法
眼
蔵
』

と
十
二

巻
『

正
法
眼
蔵
』

と
に
一

貫
す
る

も
の

が
、

道
元
禅
師
の

「

弘

法
救

生
の

お

も
ひ
」

で

あ
る

こ

と
を

見
出
し

得
な
い

か

ら
で

あ
る

。

　

た

と

え
ば

、

七

十

五

巻
本
『

正
法
眼
蔵
』

と

十

二

巻

本
『

正
法

眼

蔵
』

と

の

間
に

は
、

思
想
的
矛
盾
が

存
す
る

と
し

て
、

寺

田

透

氏

は

「

道
元
に

お

け
る

分
裂
」

（

『

日

本
思
想
大
系

道
元
』

下
）

を

論

じ

て

つ

ぎ
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

　

　

だ

か
ら
こ

そ、

如
来
乃

至
聖
者
た

る

べ

く
修
行
す
る

道
元、

如
来
の

教
え

　

　

を
説

き
、

そ

れ
に

も
と
つ
い

て

発
願
す
る

道
元
と
の

分
裂
が

起
る

。

か

れ

　

　

に

と
っ

て

頼
る

べ

き
至

高
者
は

な

く
、

分

裂
を
処

理
し

て

く
れ

る
も
の

は

　

　

い

な
い

の

だ
。

当
人
を
除
い

て

は
。

　

　

か

く
て

ふ

た
た

び

衆
生
は

と

り
の

こ

さ

れ
る

（

同
書
六

〇

〇
頁
）

。

　
寺
田

氏
の

い

う

「

如
来
乃
至
聖
者
た

る
べ

く
修
行

す

る

道

元
」

と

は
、

七

十
五

巻
本
『

正

法
眼
蔵
』

の

示
す
と
こ

ろ

で

あ
り

、

「

如
来
の

教

え
を

説
ぎ

、

そ
れ

に

も

と
つ

い

て

発
願

す
る

道
元
」

と
は

、

十
二

巻
本

『

正

法
眼
蔵
』

の

説
く

と
こ

ろ
で

あ

る
が

、

前
者
は

「

仏
の

眼
」

を

も

っ

て

諸
法
の

あ
り
よ

う

を

説
く
も
の

で

あ
り

、

後

老

は

「

衆

生

の

立

場
」

に

立
っ

て

衆
生
の

あ

る
べ

き
よ

う
を

述
べ

た

も
の

で

あ
る
か

ら
、

そ
の

間
に

は

「

仏
の

眼
」

と

「

衆
生
の

立
場
」

と
し
て

矛
盾
が

存
す
る

が、

そ

れ

は

衆
生
を

救
う
に

は

衆
生
の

立

場
に

ま
で

降
り

て

き
て

、

衆

生
に

同
事
し

て

説
か

な

け

れ

ば
な
ら

な
い

た

め

の

方
便
で

あ
っ

て
、

そ

五

九
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十
二

巻
本
『

正
法
眼
蔵
』

に

つ

い

て

（

鏡
島
）

の

間
に

「

分
裂
が

お

こ

る
」

の

で

は

な

く
、

禅
師
の

言

葉

を

借

り
れ

ぽ
、

「

弘

法
救
生
の

お

も
ひ
」

に

催
さ

れ

て

の

「

知
而
故
犯
」

（

承

知
の

上
の

背
反
）

の

は

た

ら

き
で

あ
る

。

こ

の

禅
師
の

「

弘
法
救

生
の

お

も

ひ
」

の

前
に

は
、

「

と

り
の

こ

さ

れ
る
」

衆
生
は
一

人
も
い

な

い

の

で

あ

る
。

　

ま
た

、

七

十
五

巻
本
『

正
法
眼
蔵
』

と

十
二

巻
本
『

正
法
眼

蔵
』

と

の

間
に

、

道
元
禅
師
の

思
想
的

遍
歴
を

論
ず
る

人
と

し

て
、

袴
谷
教
授
は

「

十
二

巻
本
撰
述
に

道
元
の

思
想
上
の

決
定

的
変
貌
」

を

認
め

て

い

る

（

十
二

巻
本
『

正

法
眼
蔵
』

撰
述
説
再

考

宗
学
研
究
第
三

〇

号
）

。

袴
谷

教

授
は

、

そ
の

例
証
と
し

て
、

十
二

巻
本
『

眼
蔵
』

の

「

発
菩
提
心
」

巻

で

は

じ

め

て

表
出
さ

れ
た

「

自
未
得
度
先
度
他
」

の

思

想

が
、

他

の

『

正

法
眼
蔵
』

に

み

ら
れ

な
い

で
、

十
二

巻
本
『

眼

蔵
』

に

い

た
っ

て

は

じ
め

て

到
達
さ

れ
た

も
の

で

あ
っ

て
、

そ

れ
に

達
す
る

ま
で

に

は

禅

師
に

思
想
的

遍
歴
が

あ
っ

た

も
の

と

主

張
し

て

い

る
。

　
い

ま

こ

れ
に

つ

い

て

み

る

に
、

な

る

ほ

ど

袴
谷
教
授

の

い

う

よ

う

に
、

道
元
禅
師
の

「

自
未
得
度
先
度
他
」

と
い

う

す
ぼ

ら

し

い

言
葉

は
、

十
二

巻
本
『

眼
蔵
』

で

あ
る

「

発
菩
提
心
」

巻
で

は

じ
め

て

打
ち

出
さ

れ
た

も
の

に

ち
が
い

な
い

が
、

そ
れ
は

「

発
菩
提
心
」

巻
が

撰
述

さ

れ
た

晩
年
の

道
元

禅
師
に

は

じ

め

て

到
達
さ

れ
た

思
想
で

は

な

く
、

こ

の

よ

う
な

弘
法
救
生
の

お

も
ひ

は

禅
師
が

中
国
の

天
童
如
浄
会
下
に

お

い

て

身
心

脱
落
し

た

そ
の

時
点
に

発
す
る

も
の

で

あ
る

。

そ

れ
は

、

如
浄
の

禅
が

、

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

六

〇

　
　

謂

仏
祖
坐
禅
従
二

初
発
心一

願
レ

集
二

一

切
諸
仏
法一・

故
於
二

坐
禅
中一
不
レ

忘
二

　
　

衆
生
→

不
レ

捨
二

衆
生
叩

乃
至

昆
虫
常
給
二

慈
念一

誓
願
二

済
度】看

所

有

功
徳

　
　

廻
二

向
一

切噌

是
故
仏
祖
常
在
二

欲
界一

坐
禅
弁
道
（

『

宝

麼
記
』

）

と
い

う

「

仏
祖
の

坐
禅
」

で

あ
る
こ

と
を

思
え
ば

、

明
ら
か

で

あ
る

。

こ

の

「

弘

法
救
生
の

お

も
ひ
」

は
、

こ

の

と
き
禅
師
の

胸
奥
に

点
火
さ

れ
、

生
涯

燃
え
続
け

、

瞬
時
と
い

え
ど

も

忘
れ

る

と

き
は

な
か
っ

た
の

　

（

5
）

で

あ

る
。

　
そ

れ

故
に

、

こ

の

「

弘
法
救
生
の

お

も

ひ
」

は
、

「

自

未
得

度

先
度

他
」

と
い

う
言
葉
と
し
て

は

表
出
さ

れ
な

く
て

も
、

そ

れ

以
前
の

『

正

法
眼

蔵
』

に

す
で

に

同
趣
旨
の

思

想
は

表
明
さ

れ
て

い

る

の

で

あ
る
。

七

十
五

巻
本
『

眼

蔵
』

の

「

自
証
三

昧
」

巻
に

は
、

つ

ぎ
の

よ

う
に

示

さ

れ
て

い

る
。

　
　

し
か

あ
る
を、

い

ま
だ

あ

き
ら
め

ざ
れ
ぽ、

人
の

た
め

に

と
く
べ

か

ら
ず

　
　

と
お

も
ふ

こ

と

な
か

れ
。

あ
き
ら
め

ん

こ

と

を
ま
た

ん

ぽ

無
量

劫
に

も
か

　
　

な
ふ

ぺ

か
ら

ず
…
…
こ

れ
ら

を
一

世
に

あ
ぎ
ら
め

を
は

り

て、

の

ち
に

他

　
　

の

た

め

に

せ

ん

と

擬
せ

ん

ば、

不

功
夫
な

り、

不

丈
夫
な

り、

不

参
学
な

　
　

り
、

お

ほ
よ

そ
学
仏
祖
道
は
、

一

法
一

儀
を

参
学
す
る

よ

り
、

す
な
は

ち

　
　

為
他
の

志
気
を
衝
天
せ

し

む
る

な
り

。

　
『

正

法
眼
蔵
自
証
三

昧
』

の

示

衆
は

、

寛
元
二

年
（

一

二

四

四
）

二

月

二

十

九
日

、

入

越
早
々

の

吉
峰
寺
に

お

い

て

示

衆
さ

れ

た

も

の

で

あ

る
。

こ

の

「

こ

れ
ら
を
一

世
に

あ

き

ら
め

を
は

り
て
、

の

ち

に

他
の

た

め

に

せ

ん

と

擬
せ

ん

ば
、

不

功
夫
な

り
」

と
い

う

言
葉
は

、

表
現
こ

そ

違
え

、

「

自
未
得
度
先
度
他
」

の

精
神
と
同
じ

で

あ
る

。

そ
れ

故

に
、
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大
日

本
文
庫
の

『

道
元

禅
師
集
』

は
、

こ

れ
に

註
し

て

「

自
未
得
度
先

度
他
の

願
を

勧
む

る

な

り
」

（

同
書
五

六

五

頁
）

と

解
し

て

い

る

の

で

あ

る
。

　
ま

た
、

六

十

巻

『

眼
蔵
』

の

「

四

摂
法
」

の

巻
に

は

つ

ぎ
の

よ

う
に

示
さ

れ
て

い

る
。

　
　
愚

人
お

も
は
し

く、

利
他
を
さ

き
と
せ

ば、

み
つ

か

ら
が

利
は

ぶ

か

れ
ぬ

　
　
ぺ

し

と
。

し
か

に

は

あ
ら
ざ
る

な
り

。

利

行
は
一

法
な
り

。

あ
ま

ね

く
自

　
　
他

を
利
す
る

な
り

。

む
か

し
の

人
ひ

と
た
び

沐
浴
す
る

に

み
た
び
か

み

を

　
　
ゆ
ひ

、

ひ

と
た

び

殪

食
す
る
に

み
た

び
は

ぎ
い

だ
せ

し

は
、

ひ

と
へ

に

他

　
　
を

利
せ

し
こ

こ

ろ

な

り
。

ひ

と
の

く
に

の

民
な
れ

ば
を
し

へ

ざ

ら
ん

と
に

　
　
は

あ
ら
ざ
り

き
。

し
か

あ
れ
ば

怨

親
ひ

と
し

く

利
す
べ

し
、

自
他
お

な
じ

　
　
く

利
す
る
な

り
。

　

『

正

法
眼
蔵
四

摂
法
』

の

説
示

は
、

仁
治
四

年
（

＝
一
四

三
）

五

月
五

日
、

入

越
前
の

説
示
で

あ

る
。

そ

れ
が

、

言
葉
こ

そ

違

え、

「

自
未
得

度
先
度
他
」

の

精
神
で

あ

る
こ

と

は

明
ら
か

で

あ
る

。

で

あ

れ
ば

「

自

未
得
度
他
」

の

思
想
は

、

十
二

巻
『

眼

蔵
』

に

い

た
っ

て

は

じ
め

て

明

ら
か

に

さ

れ
た

思

想
と

は

言
い

得
な
い

こ

と
で

あ
る

。

　

道
元
禅
師
が

、

七

十
五

本
『

正
法
眼
蔵
』

に

お

い

て

「

自
未
得
度
先

度
他
」

の

思
想
を

鮮
明
な

言

葉
で

説
か

な
か

っ

た

の

は
、

七

十

五

本

『

眼

蔵
』

が

『

正

法
眼
蔵
』

の

「

弘
法
篇
」

で

あ
っ

て
、

そ

れ
が

説
く

ぺ

き

性
格
の

『

眼
蔵
』

で

な
か

っ

た

か

ら
で

あ
る

。

そ

れ

が
、

「

救
生

篇
」

で

あ

る

十
二

巻
『

眼
蔵
』

に

い

た

っ

て
、

鮮
明
に

示
さ

れ
た

ゆ

え

十
二

巻
本
『

正

法
眼
蔵
』

に

つ

い

て

（

鏡
島
）

ん

で

あ
る

。

従
っ

て
、

こ

の

言
葉
が

七

十
五

本
『

眼

蔵
』

で

説

か

れ

ず
、

十
二

巻
『

眼
蔵
』

で

説
か

れ
た

か

ら
と
い

っ

て
、

そ

れ
は

、

道
元

禅
師
の

「

思
想
上
の

決
定
的
変
貌
」

を

示

す
も
の
で

は

な

く
、

如
浄
会

下
に

お

い

て

会
得
し

た

道
元

禅
の

内
的

必
然
的
展
開
を

示

す
も
の

で

あ

り
、

十
二

巻
『

眼
蔵
』

が

「

思
想
的
遍
歴
」

の

末
に

達
し

た

こ

と

に

ょ

る

の

で

は

な

く
、

こ

こ

に

お

い

て

説
示

内
容
が

転
回
さ

れ
た

こ

と
に

基

づ

く
の

で

あ

る
。

　
六

、

こ

の

『

正

法
眼
蔵
』

の

説
示
内
容
の

転
回
は

、

七

十

五

巻

本

『

正

法
眼
蔵
』

の

最
終
巻
で

あ
る

「

出
家
」

巻
か

ら
、

十
二

巻
本
『

正

法
眼
蔵
』

の

起
点
で

あ
る

「

出
家
功
徳
」

巻
と
の

問
に

行
わ

れ
て

い

る

と

思
わ

れ

る
。

「

出

家
功
徳
」

巻
は

、

『

正
法
眼

蔵
』

が

「

弘
法
篇
」

か

ら

「

救
生
篇
」

へ

転
回
し

た
、

い

わ

ぽ

向
上

門
か

ら

向
下

門
へ

の

折
り

返
え
し

巻
で

あ
る

。

　
さ

き
に

私
は

、

七

十
五

巻
本
『

正
法
眼
蔵
』

は
、

「

仏

の

眼
」

に

よ

っ

て

み

ら
れ
た

諸
法
の

あ

り
よ

う
を

示
し

た

も
の

で

あ
り

、

十
二

巻
本

『

眼
蔵
』

は
、

「

衆
生
」

の

立

場
に

立
っ

て

衆
生
の

あ

る
べ

き
よ

う

を

示
し

た

も
の

と

規
定
し

た

が
、

十
二

巻
『

眼
蔵
』

も
そ
の

対
機
は

、

直

接
、

衆
生
に

示
し

た

も
の

で

は

な

く
、

出
家
の

門
下
に

示
し

た

も
の

で

あ
る

か

ら
、

そ

れ
は

出
家
の

門
下
に

対
し
て

、

出
家
た

る

も
の

の

道
が

「

救
生
」

に

あ

る
こ

と
を

示
し

た

も
の

で

あ
る

。

従
っ

て
、

十
二

巻
本

『

眼
蔵
』

の

起
点
で

あ
る

「

出
家
功
徳
」

巻
の

趣
意
は

、

未
出
家
の

衆

生
に

出
家
の

功
徳
を

説
い

て

出
家
を

勧
め

る

に

あ
る

が
、

そ
の

対
機
は

亠

登
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十
二

巻
本
『

正
法
眼
蔵
』

に

つ

い

て

（

鏡
島
）

出
家
の

門
下
に

あ
る

以
上、

そ

れ

は

出
家
た

る

も
の

の

道
が

そ
の

こ

と

を
教
え

る

に

あ
る

こ

と

を

示
し

た

も
の

で

あ

る
。

こ

れ

を
、

　
「

教
団

の

指
導
者
と
し

て

教
団
の

大
衆
の

た

め

に

書
い

た

も
の

が

今
更
出

家
の

す
す
め
」

（

前
掲
書
五

六

四

頁
）

と
解
す

る

寺
田

氏
の

理

解
は
、

　
「

出
家

功
徳
」

巻
が

『

正

法
眼
蔵
』

の

「

救
生
篇
」

に

あ
る

趣
意
を

ま
っ

た

く

理

解
し

得
な
い

も
の

で

あ
る

。

　

以
上
に

よ
っ

て

私
は

、

七

十

五

巻
本
『

正

法
眼

蔵
』

も
、

十
二

巻
本

『

正

法
眼
蔵
』

も
、

い

ず
れ

も

道
元
禅
師
の

「

弘
法
救
生
の

お

も
ひ
」

に

発
し
、

「

弘
法
救
生
の

お

も
ひ
」

に

帰
す
る

の

で

あ
っ

て
、

い

ず

れ

も
道
元

禅
師
の

「

弘
法
救
生
の

お

も
ひ
」

に

貫
か

れ
た
一

大
誓
願
書
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　

　
ヘ

　

　
ヘ

　

　
ヘ

　
　ヘ
　
　へ

あ
っ

て
、

そ
の

間
に

は

大
筋
に

お

い

て

「

思

想
的

分

裂
」

も

な

く
、

「

思
想
的
遍
歴
」

も
な

い

と

考
え

る
。

両
系
統
が

異
な

る
の

は
、

た

だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6）

説
相
の

相
違
だ

け
で

あ
る

。

　

註

　
（

1
）

　

袴
谷

憲
昭

教
授
　
十
二

巻
本
『

正

法
眼
蔵
』

撰
述
説
再

考
　
宗
学
研

　
　
　

究
第
三

〇

号

　
　
　
　

伊
藤
秀
憲
助
教
授
　
十
二

巻
本
『

正
本
眼

蔵
』

に

つ

い

て

　
宗
学
研

　
　
　

究
第
二

八

号
、

再
び

十
二

巻
本
『

正

法
眼
蔵
』

に

つ

い

て

　
印
仏
研
三

　
　
　

六

巻
一

号
。

角
田

泰
隆
宗

研
所
員

　
道
元

禅
師
の

修
証
観
に

関
す
る

問

　
　
　

題
に

つ

い

て

国

　
宗
学
研

究
第
三

〇
号

。

河

村
孝
道
教

授
　
十
二

巻
本

　
　
　

『

正
法
眼
蔵
』

管
見

、

宗
教
学
論
集
第
十
三

輯
。

　
　
　
　

な
お、

本

文
中
に

引
用
し

た
も
の

の

外
に

、

十

二

巻

本
『

正

法
眼

六

二

　
　
蔵
』

に

つ

い

て
、

最
近
論
じ
た

も
の

に
、

水
野

弥
穂
子
氏、

宝
慶
記
と

　
　
十
二

巻
『

正
法
眼

蔵
』

　

宗
学
研
究
第一

二

号、

ヴ
ィ

ク

ト

リ

ヤ

良
潤

　
　
氏
　
新
草
十
二

巻
本
に

つ

い

て

　
宗
学

研
究
第
一

七

号
、

川
村
照

光
氏

　
　
ア

ビ

ダ

ル

マ

仏
教
と

十
二

巻
『

眼
蔵
』

に

つ

い

て

　
宗
学
研
究
第
二

三

　
　
号
等
が

あ

る
。

（

2
）

　
こ

の

秘
本
「

出
家
」

の

識
語
は、

水
野
弥
穂
子
氏
に

よ

れ

ば
、

秘
本

　
　
の

性
格
か

ら
い

っ

て

そ
れ
は

懐
奘
の

識

語
で

あ

る
と
い

う

（

筑
摩
書
房

　
　
『

正

法
眼
蔵
』

解
説
）

。

し
か

し
、

河
村
教
授
は

懐
奘
に

無
署
名
の

識
語

　
　
が
な
い

と
し

て
、

懐
奘
筆
で

あ
る
こ

と

を
否
定
さ
れ
た

『

正

法
眼

蔵
の

　
　
成
立

史
的

研
究
』

二

八

頁
）

。

こ

れ
に

つ

い

て
、

私
は

判
断
す
る

力
を

も

　
　
た
な
い

が
、

高
橋
賢
陳
氏
の
、

「

そ
れ
は
（

私
注
七

十
五

巻
本

出
家
巻
） 、

　
　
「

第
七

十
五
」

の

篇
題
が

あ
る

の

で、

そ
れ
の

な
い

の

を

「

御
竜
草
」

と

　
　
し
て

尊
重
し

よ
う
と

す
る
六

十
巻
の

書
写
人
が

考
え
た

こ

と
で

は

あ
る

　
　
ま
い

か
」

（

『

正

法
眼

蔵
』

を

貫
く
も
の

　
『

道
元
禅
の

思
想
的
研
究
』

　
　
二

四

六

頁
）

と
い

う
説
に

従
い

た
い
。

（

3
）

　
宗
門
に

本
覚
法
門
的
思
想
の

浸
潤
が

い

か

に

根
深
い

か

は
、

西

有
穆

　
　
山
が

『

正

法
眼
蔵
山

水
経
』

の

「

随
類
の

諸
水、

そ
れ
心
に

よ

ら

ず、

　
　
身
に

よ

ら

ず、

業
よ

り
生
ぜ
ず

、

依
自
に

あ
ら

ず
、

依
水
の

透

脱

あ

　
　
り

」

と
い

う
「

依
水
の

透
脱
」

を

解
し

て、

「

こ

れ
は

真
空
性
水
ぢ

や。

　
　
水
が

水
を

解
脱
し

て

ゐ
る

。

透
脱
し

て

見
れ
ば
水
も

水
で

な
い

。

火
も

　
　
火
で

な
い

、

真
空

性
水
ぢ
や、

法
性
水
ぢ
や

。

こ

れ
を

山

水
経

と

い

　
　
ふ
」

（

『

啓
迚
』

）

と
註
し

て

い

る

と
こ

ろ

に

み

ら
れ
る

。

こ

の

よ

う
な

　
　
「

真
空

性

水
」

を
認
め

る

こ

と
は

、

水
や

火
と

し

て

受
用
さ

れ
る

以
前

　
　
の

質
料
の

よ
う
な

も
の

を

予
想
せ

し

め

る

も
の

で

あ
っ

て
、

春
日
佑
芳

　
　
氏
が

指
摘
し
て

い

る

よ

う
に

（

『

道
元
の

思

想
』

七

二

頁
） 、

本
覚
法
門

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

Kom 三1z 三1w 三1　 Unlverslty

　
　
的
思
想
の

覊
絆
を
脱
け

き
れ
な
い

も
の

で

あ
る

。

（

4
）

　
永
久
岳

水
博
士
は

永
光
寺
本
『

正
法
眼
蔵
』

の

第
二

冊
第
三

十

九、

　
　
四

馬
の

巻
の

識
語
に

、

　
「

此
四
馬

永
平
寺
六

十
巻
正

法
眼
蔵

内
第
三

十

　
　
九
也

。

永
興
寺
十
二

巻
正

法
眼
蔵
第
九
巻
也
」

と

あ
る

と
こ

ろ

か

ら、

　
　
十
二

巻
本
が
詮
慧
の

開
山
寺

、

永
興

寺
に

も
伝
わ
っ

た
も
の

と
推

定
し

　
　
て

い

る

（

永
光
寺
十
二

巻
正

法
眼

蔵
に

就
い

て
、

道
元
第
三

巻
第
十
一

　
　
号
）

。

し
か

し
、

私
は
、

永
光
寺
本
の

他
の

巻
が

す
べ

て

十
二

巻
本
の

列

　
　
次

番
号
で

あ
る

の

に
、

こ

の

巻
だ

け

が
六

十
巻
本
の

列
次

番
号
で

あ
る

　
　
の

は
、

こ

の

巻
が

永
光
寺
で

紛
失
し

、

他
寺
よ

り
補
っ

た

も
の

で

あ
る

　
　
こ

と
を

示
す
も
の

で

あ
り

、

他
寺
の

僧
に

よ
っ

て

永
光
寺
が

永
興

寺
に

　
　
誤
記
さ

れ
た

も
の

で

は

な
い

か

と

思

う
。

こ

の

記
事
だ

け
で

、

十
二

巻

　
　
本
が

永
興
寺
に

伝
わ
っ

た
と
み
る

の

は
、

無
理
で

あ
る
と

考
え
る

。

こ

　
　
の

点
に

つ

い

て
、

河

村
教
授
に

質
ね

た
が、

河
村
教
授
も
同
意
見
で

あ

　
　
っ

た
。

（

5
）

　
『

正

法
眼
蔵
弁
道
話
』

の

「

す
な
は

ち

弘
法
救
生
を

お

も

ひ

と
せ

　
　
り

。

な
ほ

重
担
を
か
た
に

お

け
る

が
ご

と
し

。

し
か

あ
る
に

弘

通
の

こ

　
　
こ

ろ

を
放
下
せ

ん

激
揚
の

と

き
を
ま

つ

ゆ
ゑ
に
」

の

文
章
は

、

通
例、

　
　

「

弘

通
の

心

を
し

ぼ

ら
く

捨
て

て
、

仏
法
の

興
る

と

き
を
待
つ
」

意
味

　
　
に

解
せ

ら
れ
て

い

る

が
、

こ

れ
は

『

弁
道
話
』

の

文
章
の

読
み

誤
り
で

　
　
あ
る

。

道
元

禅
師
か

ら
は、

生
涯
を

通
じ
て

瞬
時
と
い

え
ど

も
「

弘
通

　
　
の

心
」

が

捨
て

ら
れ
た

と

き
は

な
い

の

で

あ
る

。

こ

れ
に

つ

い

て
、

拙

　
　

著
『

永
平
広
録
』

（

下、

解
説
）

参
照

。

（

6
）

　
本

稿
を
草
し
て

後
、

永
平

寺
の

星

証
道
後
堂
が

「

眼
蔵
会
」

に

十
二

　
　
巻

本
『

正

法
眼
蔵
』

を

講
ぜ

ら

れ
る

こ

と
を

知
っ

た
。

同

師

は
、

「

眼

　
　

蔵
会
」

に

「

十
二

巻
正
法
眼
蔵
を
読
む
」

（

傘
松
　
昭
和
六

三

年
九

月
）

十
二

巻
本
『

正

法
眼

蔵
』

に

つ

い

て

（

鏡
島
）

こ

と
の

理
由
に

つ

い

て
、

「

高
祖
様
御
親
輯
の

七

十
五

巻
眼

蔵

を

読
ん

で
、

深

遠
な
哲
理
の

参
究
を

進
め

る

よ

り、

或
い

は

御
撰
述

、

示

衆
の

年
次
に

依
っ

て

編
輯
さ

れ
た

九
十
五

巻
眼

蔵
を

昭
和
五

十
一

年
に

さ
か

の

ぼ
っ

て

継
い

で

読
む
よ

り

も、

出
家
修
道
の

在
り

方
、

仏
家
の

信
仰

生

活
が、

順
を

追
っ

て

具
体
的
に

説
か

れ
て

い

る
、

高

祖
様
御
親
輯
の

十
二

巻
眼

蔵
を

読
む

方
が

、

現
今
の

仏
法
参
学
者

、

安
居
の

大
衆
に

と

っ

て

緊
要
で

は

な
い

か
」

と

述
べ

て

い

る
。

私
は

、

同

師
の

主
張
に

別

の

観
点
か

ら

賛
成
で

あ
る

が、

伝

統
的
宗
乗
を
重
ん

ず
る

眼

蔵
家
を
し

て
、

こ

の

よ
う
に

判
断
せ

し
め

た
こ

と
に
、

時
代
の

波
を

強

く

感

ず

る
。

六

三
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